
平成 29年(2017年)3月 14日 
区 民 委 員 会 資 料 
環境部地球温暖化対策担当 

 

中野区緑の実態調査（第５次）の結果について 

 

 平成２８年度に実施した中野区緑の実態調査（第５次）の結果について、その概要を報

告する。 

 

１ 調査目的 

中野区の緑の現況を把握し、中野区みどりの基本計画の改定に活用する。 

 

２ 調査対象 

中野区全域  15. 59 平方キロメートル 

 

３ 調査方法 

（１） 航空写真撮影 

平成２８年７月７日にデジタル航空写真を撮影し、画像から解析用データを作成して

分析した。 

（２） 現地調査 

大きな樹木・接道部緑化・壁面緑化は、現地調査を実施した。 

 

４ 調査結果の概要 

① 緑被率・緑被面積 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

緑被率 16.14％ 16.37％ －0.23 ﾎﾟｲﾝﾄ 

面 積 251.35ha 254.96ha －3.61ha 

※ 緑被率は、緑被地(樹木+草地+屋上緑化)面積の区全体に占める割合 

要因 減少の主な要因は、規模の大きな住宅地の開発(マンションや小規模分譲住宅への

建替)に伴い中小規模の樹木や樹林が消失したことによる。 

② 樹林の面積・箇所数 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

面 積 47.83ha  59.47ha －11.64 ha 

箇所数 238箇所 306箇所 －68箇所 

※ 樹冠面積 300㎡以上、平均樹高 7m以上の樹木の集団 

要因 減少の主な要因は、比較的大きく古い集合住宅の建替や民有樹林地の宅地化によ

り消失したことによる。 

③ 屋上緑化の面積・箇所数   

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

面 積 2.81ha  1.78ha ＋1.03ha 

箇所数 921箇所 807箇所 ＋114箇所 

※ 建築物上の 1㎡以上の緑被地、建物ごとに１箇所と数える 

要因 増加の主な要因は、小中学校、大学、集合住宅などの比較的大きな屋上緑化の進

展である。 
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④ 大きな樹木の本数  

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

本 数 5,578本 6,151本 －573本 

※ 樹高 9ｍ以上の樹木のうち地上高 1.5mで幹周り 1m以上のもの 

要因 減少の主な要因は、樹木の生長により新たに確認された樹木も多いが、それ以上

に住宅地の開発で消失しているものが多い。公園等の整備に伴い、新植の樹木がま

だ育っていない現状もある。なお、幹周り 3ｍ以上のいわゆる巨木は増えており、

特に大きい樹木は残る傾向がみられる。 

⑤ 接道部緑化の延長・箇所数 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

延 長 63,527ｍ 59,282ｍ ＋4,245m 

箇所数 6,143箇所 3,996箇所 ＋2,147箇所 

※ 生け垣は高さ 1.2m以上、植栽帯は高さ 30㎝以上 1.2m未満で、いずれも長さ 1.8m

以上を対象 

要因 増加の主な要因は、区の緑化計画書制度の対象となる敷地において接道が 5ｍ以

上の場合に接道部緑化が義務化されており、その効果が出ているものと推測される。

(200㎡以上の敷地が対象となるほか、300㎡以上の敷地を分割し建築しようとする

場合も制度の対象となる。) 

⑥ 壁面緑化の面積・箇所数 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

面 積 4,832㎡ 3,083㎡ ＋1,749㎡ 

箇所数 130箇所 123箇所 ＋7箇所 

※幅員 3.6m以上の道路及び河川沿いの道路等から確認できるもの 

要因 増加の主な要因は、中野四季の都市の大学や区内の教育施設で比較的大きな壁面

緑化が図られたことによる。 

⑦ 街路樹の本数 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

本 数 5,102本 4,698本 ＋404本 

※区内の区道及び都道における街路樹の本数(区 1309+都 3793) 

要因 増加の主な要因は、中野四丁目等のまちづくりに基づく街路樹道路の整備に伴う

ものである。 

⑧ 緑地の面積(公共的な緑地) 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

面 積 87.14 ha 82.48ha ＋4.66ha 

※ 緑地は、中野区みどりの基本計画に基づき、「都市施設としての緑地」である公園等、

「制度上安定した緑地」である生産緑地、保護樹林等、「社会通念上安定した緑地」で

ある社寺境内、公社住宅の遊園等を言う。 

要因 増加の主な要因は、保護樹林や生産緑地などが減少する反面、中野四季の森、白

鷺せせらぎ、本五ふれあい、南台いちょうの各大規模公園の整備などによる。 
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⑨ みどり率 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

みどり率 17.46％ 17.54％ －0.08 ﾎﾟｲﾝﾄ 

※ みどり率は、緑被地(樹木+草地+屋上緑化)に、河川等の水面の占める面積と公園の

緑で覆われていない面積を合わせた面積の区全体に占める割合 

 現在、都がみどりの指標として定めているみどり率は、緑の被覆地だけでなく、緑

を形成するために大切な周辺施設である公園や水辺を含めた領域が占める割合を表し

ている。区においても中野区みどりの基本計画の指標としている。 

要因 減少の主な要因は、みどり率の主要部分を占める緑被率が 0.23ポイント下がった

ことによる。しかしながら、中野四季の森、白鷺せせらぎ、本五ふれあい、南台い

ちょう各大規模公園の整備により公園面積が増えたことから、0.08ポイントの減に

とどまった。 

⑩ C02 吸収量試算 

 H28年度調査 H19年度調査 比較 

C02 吸収量 3,377t-CO2/年 3,467t-CO2/年 －90t-CO2/年 

  ※低炭素まちづくり計画作成マニュアル(国土交通省平成 24年 12月)により算出 

  要因 減少の主な要因は、算出係数の対象となる樹木地面積が減少したためである。 

 

５ 調査結果の概要版 

  別添のとおり 

 

６ 今後の予定 

 ・平成２９・３０年度  中野区みどりの基本計画改定 
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樹冠面積が300㎡以上平均高さ７m以上の樹木の集団
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